
 

 

 

 

 

 
 
 

2019 年 2 月 27 日 
 

 

大末建設株式会社に対する出資比率を引き上げ  

〇 今回の出資比率の引き上げにより大末建設を持分法適用関連会社に 

○ 大規模建築物の設計・施工や非住宅分野のリフォームなどでシナジーをさらに追求 

〇 両社共同での法人向け営業や資産活用セミナー、社員研修なども検討 

 

ミサワホーム株式会社（代表取締役社長執行役員 磯貝匡志）は、2019 年 3 月 29 日付で、

資本業務提携先である大末建設株式会社（本社 大阪府大阪市中央区／代表取締役社長 日髙光

彰）に対する出資比率を現在の 14.03％から 19.24％へと引き上げます。 

 

ミサワホームは、現在取り組んでいる中期経営計画において「『戸建住宅事業』の規模を維

持しつつ、賃貸住宅を中心とした『資産活用事業』や『リフォーム事業』の既存事業を拡大し、

新たな『まちづくり事業』や『海外事業』において積極的投資を行うこと」を基本方針に据え

て事業を推進しています。 

このうち、ミサワホームが取り組むリフォーム事業やまちづくり事業の拡大を図るため、大

規模建築物の設計・施工や非住宅分野のリニューアル事業で豊富なノウハウを持つ大末建設と

の間で、2018年5月に資本業務提携を締結しました。現在、ミサワホームは大末建設の発行済

株式の14.03％を保有する筆頭株主となっており、役員も2名派遣しています。 

 

資本業務提携後、ミサワホームと大末建設は営業、技術・施工、資材調達の各分野でワーキ

ンググループを発足し、営業情報の相互活用や建築技術の共有などを進めています。また、築

36 年の専門学校校舎を賃貸住宅に用途変更したリファイニング建築「ASPRIME（アスプライ

ム）千代田富士見」や、医療・介護機能を持った複合福祉施設「（仮称）ASMACI（アスマチ）

浦安富岡」、アクティブシニア向け分譲マンション「ミサワホーム浦安シニアマンション（仮称）」

といった、ミサワホームが事業主となるマンションや施設の設計・施工業務を大末建設に発注

するなど良好な関係を構築してきました。 

 

今回の出資比率の引き上げは、大末建設とのパートナーシップをより強固なものにすること

を目的としています。ミサワホームと大末建設は、引き続き大規模建築物の設計・施工や非住

宅分野のリフォームなどで協業するとともに、法人向け営業や医療機関・土地オーナー向けセ

ミナー、社員向け研修の共同実施によりさらなるシナジーを追求していく考えです。 

 

 

ミサワホーム株式会社 〒163-0833 東京都新宿区西新宿 2-4-1 Tel.03(3349)8088（広報直通） 



■ミサワホームと大末建設の協業実績 

・リファイニング建築「ASPRIME 千代田富士見」 

築 36 年の専門学校校舎を、大末建設の施工で賃貸住宅に用途変更したリファイニング建築

です。既存建物の構造躯体を補強、補修して耐震性・耐久性を確保したうえで、大胆な意匠転

換や用途変更、バリアフリー化、エレベーターの新設などを行いました。 

※ 2018 年度グッドデザイン賞を受賞（ミサワホーム株式会社、株式会社青木茂建築工房による共同受賞） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
・複合福祉施設「（仮称）ASMACI 浦安富岡」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・アクティブシニア向け分譲マンション「ミサワホーム浦安シニアマンション（仮称）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

 

＊この件に関するお問い合わせ先＊ 

ミサワホーム㈱ 経営企画部コーポレートコミュニケーション課 奥本博之 宮田智 

TEL：03-3349-8088／FAX：03-5381-7838 E-mail：Satoshi_Miyata@home.misawa.co.jp 

住み慣れた地域で、健康で安心して住

み続けられるまちづくりの実現のため、

介護（居宅介護支援・訪問看護事業所や

自立支援特化型のデイサービス、介護付

き有料老人ホーム）と医療（サテライト

クリニック）機能を併せ持った複合福祉

施設です。 
大末建設は設計・施工・監理を担当

します。 

 

 

 

 

「（仮称）ASMACI 浦安富岡」の 1 ㎞

圏内に建設中のシニア向け分譲マンシ

ョンです。来訪者の取次ぎや緊急コール

対応など、24 時間体制で生活を支援す

るライフコンシェルジュサポートに加

え、安否確認やゴミ回収、買い物代行と

いったサービスの提供により安心を提

供します。 
大末建設は設計・施工を担当します。 

リファイニング前               リファイニング後 


